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物  質  名 硫酸クロム（Ⅲ） ＤＢ－50 
別  名 － 構 造 式 

 
 

 

CAS番号 10101-53-8 

PRTR番号 第 1 種 68（クロム及び三価クロム
化合物として） 

化審法番号 1-287 
分子式 Cr2(SO4)3 分子量 392.18 
沸点 － 融点 － 
蒸気圧 － 換算係数 1 ppm = 16.04 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） － 水溶性 不溶 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 － － － －  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄マウスに 0、0.01、0.02、0.04％の濃度で 7週間（投与日数は 35日間）混餌投与した結果、
0.01％以上の群で体重への影響はみられなかった 2) との報告があるが、各群の匹数の記載に

矛盾がみられる。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄マウスに 0、0.01、0.02、0.04％の濃度で 7週間（投与日数は 35日間）混餌投与した結果、
0.01％以上の群で精細管の変性の発生率の増加、精原細胞数の減少、精巣上体の精子数の減
少、0.04％群で精子の形態異常の増加に有意差を認めた 2) との報告があるが、精原細胞の確

認方法等が不十分であるとの指摘 3) があり、各群の匹数の記載にも矛盾がみられる。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・クロムやニッケルを用いる鍍金作業をはじめて 2 週間以内に湿性咳、喘鳴、呼吸困難を生じ
た男性労働者に、本物質やニッケル化合物の水溶液の蒸気にばく露させた結果、勤務中と同

様の喘息性の症状が起きた。また、血清抗体検査でクロムやニッケルに対する IgE 値の上昇
を認めた 4) 。 

・本物質や酸化クロム（3 価クロム化合物）を製造する 2 工場の労働者 106 人を対象とした調
査では、呼吸器や血液の異常の発生率増加はみられなかった 5) 。なお、作業場のばく露濃度

は酸化クロム（3価クロム化合物）で 0.18～13.2 mg/m3、硫酸クロムで 0.85～2.7 mg/m3の範

囲であった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 6) 
実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに 

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 7) TLV-TWA 0.5 mg/m3 
（金属及び 3価クロム化合物）  

 日本産業衛生学会 8) 0.5 mg/m3（3価クロム化合物）  
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暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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